
◇設置学科

普通科
建築科（学ｺｰｽ・匠ｺｰｽ）

◇制服 ◇京都丹後鉄道

宮津駅から徒歩15分

◇丹海バス

○生徒数（令和４年５月１日現在）

<普通科> <建築科>

（補足）上記内容のうち、「進路状況」「部活動の実績」及び写真の一部は宮津高校のものです。

～目覚めよ！私の中の可能性～

学校概要（創立 令和元年９月)　　　　 全日制課程(単位制) 進路状況 (現役生の合格状況：延べ数)

京都府立宮津天橋高等学校 宮津学舎
〒626-0034
宮津市字滝馬23番地
 Tel. 0772-22-2116
 Fax.0772-22-2117

専修・各種学校 20 20

私立四年制大学 236
国公立・私立短期大学 12 9

男 76 71 74 221
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国公立四年制大学 47 50
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公務員 2 4
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宮津天橋高校宮津学舎前からすぐ

学校の特色

教育システム

学校生活(令和４年度入学生)

部活動(令和４年度設置状況)

女 65 73 85

 文化系：吹奏楽、美術、書道、写真、ICC、
  　　　　　演劇、茶道、華道、琴、情報処理、
　  　　　　建築研究、ﾌｨｰﾙﾄﾞ探究

 全国・近畿大会に多くの部活動が出場・出展
　　ボート・ヨット・美術・書道・写真・フィールド探究

 部活動加入率90%超、文武(芸)両道を目指し７時完全下校

 体育系：陸上競技、ﾎﾞｰﾄ、ﾖｯﾄ、ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ、
  　　　　　ｿﾌﾄﾃﾆｽ、硬式野球、ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ、
　　　　　　ｻｯｶｰ、ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ、ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

223

9

校門アーチ（建築科）

◇◇ 教育理念 ◇◇ 真理と正義を希求し、豊かな人間性を備え、幸せな人生と社会を創造する人間を育成する。

クラス編制：入学前に実施する学力診断テストや生徒の希望などを参考に、総合的に判断して習熟度別クラス編制を行います。(普通科)

～先輩より～ 探究活動について 藤本 和奏

探究は「自分が主役」です。普段の授業とは違い、目標も方法も自分で決めます。その

ため、答えは教科書やネットには載っていません。自分だけの答え探しは簡単ではないで

すが、生徒を尊重し寄り添う先生方、温かく見守る地域の方々がおられます。周囲から刺

激を受け、自らの手で掴んだその成長が、「自分が主役」である証拠だと思います。

＜習熟度別クラス編制による最適化された学習指導＞

◎習熟度に応じたクラス編制により「一人ひとりが伸びる」授業を行います。

＜応用２クラス＞

◎基礎・基本を充実させた上で、

発展的な内容にも取り組み、多

様な希望進路に対応します。

＜特進１クラス＞

◎早期から発展的な内容を扱い、ハイレベルな

学習に取り組みます。難関大学や医学部等の

受験を見据えた授業を展開します。

＜希望進路に応じた学びを実現＞

◎習熟度及び本人の希望でクラス・講座を編成します。＜応用２ｸﾗｽ・特進１ｸﾗｽ＞

希望進路実現に向け、お互いが切磋琢磨できる質の高い学びが得られます。難関国

公立大学や私立大学への進学に対応した高度で発展的な内容、専門学校や就職にも対応

する内容等、柔軟な科目選択により一人ひとりの夢を実現します。

◎普通科とほぼ同じ科目を学習し、多様な進路

に対応します。

◎数・英において習熟度別授業を行い、きめ細

かな学習指導を行います。

◎「匠」コース

建築の専門性を深め、実習などを通して建

築のプロを目指します。

◎「学」コース

普通科目を多く学び、大学進学等を視野

に、より高い専門性に挑戦していきます。

1年

２年

３年

◇ 教育目標 ◇

我が国や地域の発展に

貢献する「社会的使命感と

青雲の志を持つ人」を育成

する。

◇学年制を基軸とし、希望進路に合わせた科目を選択できる単位制

◇智力、人間性、体力が高度に調和した生徒の育成

（「自立する個性」の育成）

集中できる環境での学習・実習、総合人間学習をはじめとする講演会や

盛んな部活動・ボランティア活動、全校で盛り上がる学校祭などさまざま

な活動を通して一人ひとりの自立をサポートします。

◇地域の諸機関や大学等と連携した高度な研究活動

「スーパーサイエンスネットワーク京都」指定校として、地域の諸機関

や大学等と連携した研究活動を推進し、「真の力」となる問題解決能力・

コミュニケーション能力・リーダーシップを育みます。また、ネットワー

ク校間での事業（サイエンスフェスタなど）にも取り組みます。

◇探究学習などを通した主体的な学び

Safari（総合的な探究の時間）における探究学習では、自ら目標を設
定し、さまざまな課題を解決していきます。１年次は言語活動（意見論述、

合意形成ワークショップなど）を重視し、２年次は自分の興味・関心の高

い分野について各自の研究を進めます。

～育てる生徒像～

○学校行事

ﾌﾚｯｼｭﾏﾝｾﾐﾅｰ（4月：1年）

校外学習（4月：2・3年）

芸術鑑賞（6月）

学習合宿（7月：1年）

キャリア体験プログラム（8月）

学校祭（9月）

キャリアフォーラム（10月：1･2年）

研修旅行（12月：2年）

百人一首大会（1月：1年）

探究活動最終報告会（1月：2年）

美術・書道作品展（2月）

○落ち着いた学校生活

一人ひとりの一所懸命をお互いが認め合う雰囲気

○授業第一主義 授業で学力伸長

○習熟度別授業を弾力的に設定 個に応じた指導を展開

○自主自立の日 平日に主体的に活動できる時間を確保

○建築科の地域貢献 実習を通して身につけた力を活用

自主自律の精神を

持って学び続ける人

個性や能力を伸ばし

夢に挑戦する人

人や社会とつながり

未来を創造する人

総探報告会

大手川での活動（Ｆ探究部）


